
【小学校算数 活用問題 小５－２】
（単元評価問題関連：小５－⑩，小５－⑫）

「メジャーリーガー青木選手」
（ ）組 氏

（ ）番 名

野球が大好きなたけしさんは，将来，プロ野球で活やくし，メ
しょうらい

ジャーリーガーになるのが夢です。たけしさんは，宮崎県出身の
ゆめ

青木選手がメジャーリーグで活やくしていることを知り，青木選

手について，調べてみることにしました。

青木選手のこれまでの成せき

年 青木選手の 試合数 打数 安打数 ※打りつだ すう
あん だ

所ぞくチーム （ヒット数） 小数を表す分数 歩合

2004 ヤクルト（日本） １０ １５ ３ ０ .２ ２割
わり

2005 ヤクルト（日本） １４４ ５８８ ２０２ ０ .３４４ ３割４分４厘
ぶ りん

2006 東京ヤクルト（日本） １４６ ５９９ １９２ ０ .３２１ ３割２分１厘

2007 東京ヤクルト（日本） １４３ ５５７ １９３ ０ .３４６ ３割４分６厘

2008 東京ヤクルト（日本） １１２ ４４４ １５４ ０ .３４７ ３割４分７厘

2009 東京ヤクルト（日本） １４２ ５３１ １６１ ０ .３０３ ３割３厘

2010 東京ヤクルト（日本） １４４ ５８３ ２０９

2011 東京ヤクルト（日本） １４４ ５８３ １７０ ０ .２９２ ２割９分２厘

2012 ブルワーズ（アメリカ） １５１ ５２０ １５０ ０ .２８８ ２割８分８厘

通算成績 １１３６ ４４２０ １４３４ ０ .３２４ ３割２分４厘

（2012 年シーズン終了時）
※「打りつ」のもとめ方

○ 「打りつ」とは，野球において打者（バッター）の，「打数」をもとにす

る量，「安打数（ヒット）」をくらべる量とした時の割合のことをいいます。

打りつの数が大きいほど，ヒットをよく打つバッターだと言えます。

打りつは，下のようにしてもとめます。

打りつ（割合）＝安打（くらべる量）÷打数（もとにする量）

○ たとえば，２００４年の青木選手は「１５打数３安打」です。この年の

青木選手の打りつは，３（安打）÷１５（打数）＝０．２ になります。

打りつは，ふつう「歩合」で表します。「０．１（倍）＝１割」なので，

この年の青木選手の打りつは，「２割」になります。
わり

～たけしさんが調べた青木選手～

○ 青木 宣親（あおき のりちか）選手。宮崎県日向市出身。

○ ２００４年にプロ野球選手になり，今の東京ヤクルトスワローズでプレーした。

○ ２００５年には，イチロー選手に次いで，史上２人目の年間２００安打以上

を達成した。

○ 首位打者（※打りつが最も高い打者），ゴールデングラブ賞（守びがすぐれてい
しゅ

る選手におくられる賞）など，数々の賞をとる。

○ ２０１２年には，アメリカのメジャーリーグにちょう戦し，「ミルウォーキー

・ブルワーズ」でプレーしている。



１ プロ野球では，打者の場合，打りつが３割以上の選手は一流選手と言わ

れます。たけしさんは，青木選手の打りつを見ると，３割以上の年が多い

ことにおどろきました。

（１） 青木選手が，これまでに１年間で一番多くヒットを打った年は２０

１０年の「２０９本」です。この年の，青木選手の打りつをもとめま

しょう。もとめる時は，前のページの「打りつのもとめ方」を参考に

し，１０００分の１の位までのがい数でもとめ，歩合で答えましょう。

式 ２０９÷５８３＝０．３５８４…

答え ３ 割 ５ 分 ８ 厘

（２） 青木選手の２０１２年のメジャーリーグ１年目は，おしくも３割に

は少しとどきませんでした。あと，何本安打（ヒット）を打っていれ

ば，３割以上の打りつになったでしょうか。最も少ない数をもとめま

しょう。ただし，打数「５２０」は変わりません。

式 ５２０×０．３＝１５６

１５６－１５０＝６

答え ６ 本

２ プロ野球では，打者の場合，２０００本安打で「名球会」というめいよ

ある会に入ることができるそうです。たけしさんは，平均の学習を生かし

て，青木選手が２０００本安打を達成する年を予想してみました。

（１） まず，青木選手のこれまでの成せきを見て，１年間の平均の安打の

数を調べてみました。青木選手は２００４年から２０１２年間まで，

１年平均，安打を何本打ったことになりますか。１の位までのがい数

でもとめましょう。

式 １４３４÷９＝１５９．３…

答え １５９本

（２） 青木選手が，（１）で出したこれまでの平均の安打数をこれからも打

ち続けるとすると，２０００本安打は何年に達成することになります

か。予想年と，その理由を説明しましょう。

２０００本安打達成予想年 ２０１６ 年

理由 ２０００本を平均安打数でわると，２０００÷１５９＝１２．６…となり，

達成までに１３年かかることになる。これまで，９年間プレーしているので，

達成まであと４年かかる。だから，２０１６年に２０００本安打を達成できる。

（別解）２０００本安打まで，あとヒットを何本打つかを計算すると，

２０００－１４３４＝５５６ となる。これを平均安打数でわると，

５５６÷１５９＝３．５… となり，あと４年後になるので，２０１６年。

「３割＝０．３（倍）」であることから，

「もとにする量×割合」で３割に必要な

安打の数をもとめる。

「１２．６…」の小数点以下の数は，切

り上げて１年として数えることになる。

よって，達成までには１３年かかる。

「平均＝合計÷個数」を活用して解く。


